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も
大
き
な
反
響
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
松
澤
さ
ん
は
人
生

の
ほ
と
ん
ど
を
下
諏

訪
町
で
過
ご
し
な
が

ら
、
ア
ー
ト
を
世
界

に
向
け
て
発
信
し
続

け
ま
し
た
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
以
前
の

時
代
に
も
関
わ
ら
ず
、

そ
の
活
動
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
世
界
中

に
広
が
り
、
海
外
の
著
名
ア
ー
ト
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
に
多
数
出
展
・
評
価
さ
れ

ま
し
た
。
下
諏
訪
の
自
宅
の
ア
ト
リ
エ

は
「
ψ
（
プ
サ
イ
）
の
部
屋
」
と
呼
ば

れ
、
国
内
外
か
ら
多
く
の
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
や
芸
術
関
係
者
が
訪
れ
る
伝
説
の
場

所
で
し
た
。
後
輩
だ
っ
た
松
本
出
身
の

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
草
間
彌
生
さ
ん
も
よ
く

訪
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
松
澤
さ
ん
は
詩
人
と
し
て
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
、
１
９
５
０

年
代
〜
６
０
年
代
前
半
ま
で
多
く
の
絵

画
や
オ
ブ
ジ
ェ
作
品
を
発
表
し
て
前
衛

表
す
る
ひ
と
り
で
す
。

　
今
年
の
２
月
２
日
に
生
誕
１
０
０
年

を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
期
に
昨
年
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
長
野
県
立
美
術
館

で
大
き
な
回
顧
展

（
２
月
２
日
〜
３

月
21
日
）
が
開
催

さ
れ
て
大
好
評
を

博
し
、
同
時
期
に

下
諏
訪
の
町
な
か

で
私
た
ち
は
「
松

澤
宥
生
誕
１
０
０

年
祭
」
を
実
施
し

ま
し
た
が
、
お
か

げ
さ
ま
で
こ
ち
ら

　
松
澤 

宥 

（
１
９
２
２
〜
２
０
０
６
）

さ
ん
は
、
下
諏
訪
町
生
ま
れ
の
「
観
念

／
概
念
芸
術
の
父
」
と
も
言
わ
れ
る
20

世
紀
の
日
本
現
代
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
代

の
皆
さ
ん
、
ま
た
私
た
ち
と
一
緒
に
祭

を
創
り
上
げ
て
く
だ
さ
っ
た
街
中
の
店

舗
や
宿
泊
施
設
の
皆
さ
ん
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
の
機

会
ま
で
、
*
ギ
ャ
テ
イ
、
ギ
ャ
テ
イ
。

*
「
ギ
ャ
テ
イ
（
羯
諦
）
」
と
は
、
般

若
心
経
の
終
わ
り
に
何
度
も
繰
り
返
さ

れ
る
言
葉
で
、
「
彼
岸
へ
行
こ
う
」
と

い
っ
た
意
味
を
持
つ
そ
う
で
す
。

　
松
澤
さ
ん
の
造
詣
が
深
か
っ
た
仏
教

思
想
と
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
「
早
く

こ
の
物
質
文
明
を
捨
て
て
、
彼
岸̶

悟
り
の
世
界
に
到
達
し
よ
う
」
と
い
っ

た
意
味
に
も
捉
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　
地
元
を
愛
し
、
こ
の
地
で
世
界
に
通

じ
る
ア
ー
ト
を
創
っ
た
松
澤
さ
ん
か
ら
、

私
た
ち
は
元
気
づ
け
ら
れ
学
べ
る
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
作
品
の
み
な

ら
ず
、
多
く
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
仲
間
や

友
人
た
ち
と
の
や
り
と
り
か
ら
生
ま
れ

た
戦
後
日
本
の
文
化
史
を
探
る
上
で
貴

重
な
資
料
も
数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
松
澤
さ
ん
の
作
品
や
業
績
が

日
常
的
に
見
ら
れ
る
場
所
が
町
内
に
で

き
る
こ
と
で
国
内
外
か
ら
多
く
の
方
が

下
諏
訪
に
訪
れ
る
き
っ
か
け
に
な
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
、
そ
れ
を
切
に
願
っ
て

お
り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
「
松
澤
宥

生
誕
１
０
０
年
祭
」
に
ご
協
力
い
た
だ

い
た
下
諏
訪
町
、
下
諏
訪
商
工
会
議
所

　

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
活
動
の
一
方
で
松

澤
さ
ん
は
、
現
在
の
下
諏
訪
中
学
校

の
そ
ば
に
あ
っ
た
諏
訪
実
業
高
校
下

諏
訪
分
校
の
数
学
科
教
師
と
し
て
33

年
間
務
め
ら
れ
、
多
く
の
生
徒
に
慕

わ
れ
た
先
生
で
あ
り
下
諏
訪
の
一
町

民
で
し
た
。
「
１
０
０
年
祭
」
で
は

松
澤
さ
ん
に
接
し
た
こ
と
の
あ
る
多

く
の
方
の
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
異
口
同
音
に

「
と
て
も
穏
や
か
な
、
優
し
い
方

だ
っ
た
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
諏
訪
大
社
下
社
秋
宮
の
氏
子
で
御
柱

が
大
好
き
だ
っ
た
と
い
う
松
澤
さ
ん
の

ア
ー
ト
は
、
諏
訪
信
仰
や
密
教
思
想
の

影
響
も
あ
り
、
下
諏
訪
に
い
た
か
ら
こ

そ
で
き
た
も
の
と
言
わ
れ
ま
す
。

な
ピ
ン
ク
色
の
幟
に
「
人
類
よ　
消
滅

し
よ
う　
行
こ
う
行
こ
う
（
*
ギ
ャ
テ

イ
ギ
ャ
テ
イ
）
文
明
委
員
会
」
と
い
う

言
葉
が
書
か
れ
た
も
の
。
強
烈
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
に
は
現
代
文
明
を
乗
り
越
え
て

い
こ
う
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い

る
と
も
言
わ
れ
、
展
示
し
た
諏
訪
博
物

館
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
で
多
く
の
皆
さ
ん

が
幟
の
前
で
じ
っ
と
考
え
、
佇
ん
で
い

ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
が
印
象
に
残
り
ま
す
。

　
ま
た
絵
画
の
多
く
は
パ
ス
テ
ル
な
ど

で
描
か
れ
た
抽
象
画
で
す
が
、
ご
覧
に

な
っ
た
方
か
ら
は
「
色
が
美
し
い
」

「
不
思
議
な
形
に
惹
き
つ
け
ら
れ
る
」

な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
、
美
術
関
係
者

の
間
で
も
大
変
価
値
が
高
い
も
の
で
あ

る
と
評
判
で
し
た
。

芸
術
家
と
し
て
名
を
馳
せ
て
い
ま
し
た

が
、
１
９
６
４
年
42
歳
の
時
、
真
夜
中

に
「
オ
ブ
ジ
ェ
を
消
せ
」
と
の
声
を
聞

き
、
そ
れ
以
後
文
字
だ
け
を
使
っ
て

ア
ー
ト
を
表
現
し
よ
う
と
決
意
し
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
代
美
術
史
上
有

名
な
「
観
念
芸
術
宣
言
」
で
す
。

　
今
回
１
０
０
年
祭
で
は
、
「
観
念
芸

術
」
の
代
表
作
で
あ
る
「
消
滅
の
幟

（
の
ぼ
り
）
」
や
「
ハ
ガ
キ
絵
画
」
は

も
と
よ
り
、
長
い
間
公
開
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
「
観
念
芸
術
」
以
前
の
多
く
の

絵
画
を
展
示
し
ま
し
た
。
「
消
滅
の

幟
」
は
長
さ
20
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
大
き

ま
つ
ざ
わ　
ゆ
た
か

生
涯
を
下
諏
訪
で
過
ご
し
た
大
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

松
澤　
宥　
生
誕
１
０
０
年
に
寄
せ
て

ま
つ
ざ
わ

ゆ
た
か

松
澤
宥
生
誕
百
年
祭
実
行
委
員
長　
　
林　
聡
一

は
や
し

そ
う
い
ち

観念／概念芸術の父　松澤 宥

諏訪湖博物館に展示された幟
のぼり

く
さ
ま　
や
よ
い
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も
大
き
な
反
響
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
松
澤
さ
ん
は
人
生

の
ほ
と
ん
ど
を
下
諏

訪
町
で
過
ご
し
な
が

ら
、
ア
ー
ト
を
世
界

に
向
け
て
発
信
し
続

け
ま
し
た
。
イ
ン

タ
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ネ
ッ
ト
以
前
の

時
代
に
も
関
わ
ら
ず
、

そ
の
活
動
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
世
界
中

に
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り
、
海
外
の
著
名
ア
ー
ト
フ
ェ

ス
テ
ィ
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ル
に
多
数
出
展
・
評
価
さ
れ

ま
し
た
。
下
諏
訪
の
自
宅
の
ア
ト
リ
エ

は
「
ψ
（
プ
サ
イ
）
の
部
屋
」
と
呼
ば

れ
、
国
内
外
か
ら
多
く
の
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
や
芸
術
関
係
者
が
訪
れ
る
伝
説
の
場

所
で
し
た
。
後
輩
だ
っ
た
松
本
出
身
の

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
草
間
彌
生
さ
ん
も
よ
く

訪
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
松
澤
さ
ん
は
詩
人
と
し
て
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
、
１
９
５
０

年
代
〜
６
０
年
代
前
半
ま
で
多
く
の
絵

画
や
オ
ブ
ジ
ェ
作
品
を
発
表
し
て
前
衛

表
す
る
ひ
と
り
で
す
。

　
今
年
の
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月
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日
に
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誕
１
０
０
年
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迎
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ま
し
た
。
こ
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期
に
昨
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リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
長
野
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美
術
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で
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き
な
回
顧
展

（
２
月
２
日
〜
３

月
21
日
）
が
開
催

さ
れ
て
大
好
評
を

博
し
、
同
時
期
に

下
諏
訪
の
町
な
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で
私
た
ち
は
「
松

澤
宥
生
誕
１
０
０

年
祭
」
を
実
施
し

ま
し
た
が
、
お
か

げ
さ
ま
で
こ
ち
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松
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宥 

（
１
９
２
２
〜
２
０
０
６
）

さ
ん
は
、
下
諏
訪
町
生
ま
れ
の
「
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念

／
概
念
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術
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」
と
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20
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日
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、
ま
た
私
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ち
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を
創
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上
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舗
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、
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、
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。
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岸
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。
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澤
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造
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と
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こ
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文
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、
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悟
り
の
世
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に
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し
よ
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」
と
い
っ

た
意
味
に
も
捉
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　
地
元
を
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し
、
こ
の
地
で
世
界
に
通

じ
る
ア
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ト
を
創
っ
た
松
澤
さ
ん
か
ら
、

私
た
ち
は
元
気
づ
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ら
れ
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べ
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こ
と
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ん
あ
り
ま
す
。
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品
の
み
な

ら
ず
、
多
く
の
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仲
間
や

友
人
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や
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と
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か
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ま
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後
日
本
の
文
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史
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探
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重
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資
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数
多
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て
い
ま
す
。
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澤
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れ
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れ
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っ
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れ
、
そ
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。
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に
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ま
し
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が
、
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宥
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誕
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」
に
ご
協
力
い
た
だ

い
た
下
諏
訪
町
、
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で
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は
、
現
在
の
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中
学
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の
そ
ば
に
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っ
た
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校
下
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校
の
数
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科
教
師
と
し
て
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年
間
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め
ら
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、
多
く
の
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に
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た
先
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で
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。
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１
０
０
年
祭
」
で
は

松
澤
さ
ん
に
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し
た
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と
の
あ
る
多

く
の
方
の
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話
を
伺
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
異
口
同
音
に

「
と
て
も
穏
や
か
な
、
優
し
い
方

だ
っ
た
」
と
お
っ
し
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ま
す
。
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大
社
下
社
秋
宮
の
氏
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で
御
柱

が
大
好
き
だ
っ
た
と
い
う
松
澤
さ
ん
の

ア
ー
ト
は
、
諏
訪
信
仰
や
密
教
思
想
の

影
響
も
あ
り
、
下
諏
訪
に
い
た
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ら
こ

そ
で
き
た
も
の
と
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わ
れ
ま
す
。

な
ピ
ン
ク
色
の
幟
に
「
人
類
よ　
消
滅

し
よ
う　
行
こ
う
行
こ
う
（
*
ギ
ャ
テ

イ
ギ
ャ
テ
イ
）
文
明
委
員
会
」
と
い
う

言
葉
が
書
か
れ
た
も
の
。
強
烈
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
に
は
現
代
文
明
を
乗
り
越
え
て

い
こ
う
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い

る
と
も
言
わ
れ
、
展
示
し
た
諏
訪
博
物

館
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
で
多
く
の
皆
さ
ん

が
幟
の
前
で
じ
っ
と
考
え
、
佇
ん
で
い

ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
が
印
象
に
残
り
ま
す
。

　
ま
た
絵
画
の
多
く
は
パ
ス
テ
ル
な
ど

で
描
か
れ
た
抽
象
画
で
す
が
、
ご
覧
に

な
っ
た
方
か
ら
は
「
色
が
美
し
い
」

「
不
思
議
な
形
に
惹
き
つ
け
ら
れ
る
」

な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
、
美
術
関
係
者

の
間
で
も
大
変
価
値
が
高
い
も
の
で
あ

る
と
評
判
で
し
た
。

芸
術
家
と
し
て
名
を
馳
せ
て
い
ま
し
た

が
、
１
９
６
４
年
42
歳
の
時
、
真
夜
中

に
「
オ
ブ
ジ
ェ
を
消
せ
」
と
の
声
を
聞

き
、
そ
れ
以
後
文
字
だ
け
を
使
っ
て

ア
ー
ト
を
表
現
し
よ
う
と
決
意
し
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
代
美
術
史
上
有

名
な
「
観
念
芸
術
宣
言
」
で
す
。

　
今
回
１
０
０
年
祭
で
は
、
「
観
念
芸

術
」
の
代
表
作
で
あ
る
「
消
滅
の
幟

（
の
ぼ
り
）
」
や
「
ハ
ガ
キ
絵
画
」
は

も
と
よ
り
、
長
い
間
公
開
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
「
観
念
芸
術
」
以
前
の
多
く
の

絵
画
を
展
示
し
ま
し
た
。
「
消
滅
の

幟
」
は
長
さ
20
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
大
き

た
た
ず

ひ

概念芸術の代表作「消滅の幟」
のぼり

不思議な形に惹きつけられる数々の抽象画
ひ
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◎下諏訪体育館６月の休館日は、7・14・21・28日です。

め
て
40
年
と
い
う
年
月
の
長
さ
を
実
感

し
た
次
第
で
す
。

　
校
歌
に
も
あ
る
「
絆
は
永
遠
に
結
ば

れ
ん
」
と
い
う
良
き
校
風
と
伝
統
を

次
世
代
に
繋
ぎ
、
さ
ら
に
幸
せ
な
50

周
年
、
60
周
年
が
迎
え
ら
れ
ま
す
こ

と
を
心
よ
り
祈
念
い
た
し
て
お
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
も
、
地
域
の
皆
様
に

は
引
き
続
き
社
中
学
校
を
見
守
り
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
、
何
卒
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
40
周
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
ご
尽

力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

出
話
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
社
中

学
校
建
設
前
に
は
、
こ
の
場
所
に
遺
跡

が
出
た
と
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
、
土
器
探

し
に
来
ま
し
た
。
写
生
大
会
で
、
社
中

の
工
事
現
場
に
も
来
ま
し
た
。

　
入
学
し
た
時
に
は
、
ま
だ
校
歌
も
な

く
、
体
育
館
も
一
つ
。
毎
朝
「
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
」
の
音
楽
が
流
れ
る
中
〝
さ
ん

き
ゅ
う
階
段
〞
を
何
度
も
何
度
も
上
り

ま
し
た
。
あ
れ
か
ら
40
年
。
社
中
が
め

で
た
く
40
歳
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
の

は
、
代
々
の
生
徒
の
皆
さ
ん
、
先
生
方
、

保
護
者
の
皆
様
、
そ
し
て
地
域
の
皆
様

に
支
え
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　
昨
年
度
は
、
一
昨
年
度
か
ら
続
く
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
40
周

年
に
や
り
た
い
こ
と
、
や
ら
せ
て
あ
げ

た
い
こ
と
、
実
際
に
で
き
る
こ
と
と
、

　
下
諏
訪
社
中
学
校
創
立
40
周
年
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
10
月
に
は
絆
祭
の
時
間
を
お
借

り
し
て
、
記
念
式
典
を
挙
行
で
き
ま
し

た
こ
と
に
、
ま
ず
は
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
式
典
に
は
、
お
忙
し

い
中
、
宮
坂
町
長
、
松
﨑
教
育
長
は
じ

め
、
地
域
・
保
護
者
の
皆
様
、
大
勢
の

方
に
ご
列
席
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
社
中
学
校
は
、
40
年
前
こ
の
高
台
に

開
校
し
ま
し
た
。
私
も
開
校
間
も
な
い

頃
入
学
し
た
一
人
で
あ
り
ま
す
。
思
い

下
諏
訪
社
中
学
校　
創
立
40
周
年
を
迎
え
て

ど
う
折
り
合
い
を
つ
け
る
か
が
難
し
い

１
年
だ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
様

な
状
況
の
中
、
生
徒
の
皆
さ
ん
や
、
先

生
方
が
考
え
合
っ
て
、
生
徒
会
や
絆
祭

の
活
動
を
行
っ
て
き
た
と
聞
い
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
40
年
繋
い
で
き
た
長
い

道
を
未
来
へ
と
繋
い
で
行
く
こ
と
を
目

指
し
て
、
昨
年
度
の
生
徒
会
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
は
、
「
道
」
に
し
た
と
の
こ
と
。

　
さ
ら
に
、
絆
祭
の
サ
ブ
ス
ロ
ー
ガ
ン

も
「
〜
僕
ら
で
築
こ
う
果
て
し
な
い
道

〜
」
に
決
め
て
、
生
徒
皆
さ
ん
の
力
で
、

40
年
目
の
道
を
強
固
に
築
く
こ
と
が
で

き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
特

に
大
き
な
記
念
イ
ベ
ン
ト
や
活
動
な
ど

を
行
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で

す
が
、
「
日
々
の
活
動
や
そ
の
成
果
を
、

節
目
と
し
て
し
っ
か
り
と
胸
に
刻
み
込

む
」
と
い
う
思
い
に
は
、
大
変
感
銘
を

受
け
ま
し
た
。

　
40
周
年
記
念
事
業
と
し
て
も
、
大
き

な
活
動
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
記

念
式
典
の
他
、
望
湖
台
の
整
備
や
記
念

誌
の
発
行
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
望
湖

台
の
整
備
で
は
、
視
界
を
遮
る
樹
木
の

伐
採
を
行
い
、
諏
訪
湖
を
一
望
す
る
眺

め
が
戻
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
程
ま
で
大

き
く
な
っ
て
い
た
木
々
の
成
長
に
、
改

下
諏
訪
社
中
学
校　
創
立
40
周
年
事
業
実
行
委
員
会　
　
　

実
行
委
員
長　
　

山
岸　
義
康

や
ま
ぎ
し

よ
し
や
す

「コロナ禍でできないこともあるが、思い出に残る40周年
  記念事業にしたい」と語る山岸実行委員長
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下諏訪社中学校創立40周年記念事業下諏訪社中学校創立40周年記念事業

記念式典（令和３年10月2日）
記念写真撮影（令和３年７月７日）

40周年記念絆祭のステージバック

◎下諏訪図書館６月の休館日は、3・６・13・20・27日です。

生徒代表挨拶をする鎌上さん

絆祭テーマ「道」をモチーフに、これまでの歩みと未来
への創造を意識してステージバックを描きました。全校
生徒の「なりたい自分」が足型に書かれています。

樹木の伐採
開校当時の眺望を取り戻そうと
樹木の伐採が行われました。

開校当時から望湖台と呼ばれていたように、伐採が進む
と教室から徐々に諏訪湖が望めるようになりました。

かまがみ
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令和３年度 下諏訪町公民館・勤労青少年ホーム 講座のご報告令和３年度 下諏訪町公民館・勤労青少年ホーム 講座のご報告

平日昼間の講座

平日夜間の講座

　コロナ禍でも楽しめるよう配慮しながら講座を開催しました。参加された皆さんで一緒に学びました。ここ
でご紹介する他にも、和小物作り、おりがみ、生け花、カリグラフィー、写経、体操、フラダンス、ヨガ、韓国語、
子育て支援の講座など数多くの講座を開催しました。

秋を探して写真を撮りました。ハロウィンの作品にチャレンジ

子どもが育つための学校、家庭と地域
の居場所の役割を考えました。

家でも、
チョークアートを
やってみたいな

地域ぐるみ、
いろいろな立場の方が
いろいろな立場で
意見交換できて
よかったです

手話で
コミュニケーションが

とれる喜びを
かんじました

●お花であそぼう
　わくわくフラワーアレンジメント

●糸かけアート講座
●一眼レフの初心者講座

●クラフトバンド講座

●チョークアート講座
●ボクササイズ講座

●手話講座

●ウクレレ講座

●茶道講座（裏千家）

●子どもの居場所について
　考えてみよう

オートに頼らず、
感性で撮れるように
なった気がします

作り終えたときの
達成感がすごく
味わえました

前から興味が
あったけど、
独学ではでき
なかったので
教えてもらえ
てよかった

心身共に
リフレッシュ
できました

お茶の心が
すてきだなあと
思いました

新しいことに
挑戦できました
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夏休み講座

食に関する講座

土・日・祝日の講座

輪切り、半月切り、
千切り、乱切り、
きゅうりの様々な切
り方を学びました。

世界の料理と食文化シリーズでは、子育てサ
ークルToddlers’Club(トドラーズクラブ)
の協力でイギリス（コーニッシュパステ
ィ）、中国（水餃子）、アメリカ（チョコレ
ート菓子、チーズボール）各国の講師と料理
を作り交流しました。

夏休みの
よい体験だったと

思います

土器を持つとき
すごく重かったです

●親子の食育講座

●世界の料理と食文化

●食育応援隊の講座

●シュレーゲルアオガエルの
　鳴き声を聞きに行こう！

●ボードゲーム講座

●Zoom初級講座

●長野県立歴史館お出かけ歴史館事業
　「ペーパークラフトで土器を作ろう」

●はじめての簡単スモーク講座

いずみ湖を舞台にスモークに挑戦です。

八島湿原でアオガエルの鳴き声に
耳を傾けました。

食育応援隊の方を講師に、懐かしいおやつや学校給食、郷土料理、
世界の料理などを作りました。

地元産の落花生や高野豆腐
を使った折り詰め

草団子、いもようかん、
蒸しまんじゅう

縄文土器に触れ、
ペーパークラフトを作りました。八島湿原は町の宝だね

博物館にも
行きたいです

子どもや友人と、Zoomを
活用させていただきます

コロナが落着いたら
みんなで食べたいです

買って食べると手軽だけど
手作りはとても大変で
ありがたさを感じました

買い物や自分の健康にあった
レシピ作りもやってみたい

めっちゃ楽しくて
むずかしかった

こんなにおいしく
できるとは、
びっくりです！

もうちょっと
やりたいです
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●日　時 ６/11、18、７/２(土)   全３回　　
　第１部 10：15～11：00
　第２部 11：15～12：00
●会　場 下諏訪健康ステーション屋内フィールド
●講　師 長矢　良子（スポーツ推進委員）
●対　象 町内在住・在勤の小学4年生以上
●定　員 各部15名
●参加費 100円（保険料）

ボクササイズ

体力づくり教室体力づくり教室

◆各教室の申し込み先　下諏訪体育館窓口または、☎27ー1455
◆申し込み締め切り　　6月4日(土)17:00
★当日は、運動のできる服装で、上履き、マスク、タオル、飲み物をご持参ください。
★新型コロナウイルス感染拡大の状況により、内容の変更、または中止となる場合があります。

たまらない
爽快感！

　　　スト
レス解消に

も効果的！

教育委員会からのお知らせ教育委員会からのお知らせ

　
「
町
内
一
斉
家
庭
読
書
の
日
」
は
、
平
成
21
年
度
に
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の
呼
び
か
け
で

始
ま
り
ま
し
た
。
平
成
23
年
度
に
は
、
保
育
園
、
小
中
学
校
、
花
田
養
護
学
校
、
下
諏
訪

向
陽
高
校
、
保
育
園
保
護
者
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
で
下
諏
訪
町

読
書
推
進
委
員
会
を
組
織
し
、
「
読
書
に
親
し
む
ま
ち
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
最
初
は
年
１
回
で
し
た
が
、
平
成
24
年
度
よ
り
毎
月
第
２
日
曜
日
を
「
町
内
一
斉
家

庭
読
書
の
日
」
と
し
て
家
庭
読
書
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　ボクシングの基本動作
を利用して行うスポーツ
エクササイズです。
　脂肪燃焼と筋肉増加の
効果が同時に期待できる
ことから、芸能人の間で
も流行りのスポーツです。
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教育委員会からのお知らせ

　
「
春
に
な
っ
て
花
が
咲
い
た
ら
さ
・
・
・
」

病
床
で
父
は
言
っ
た
。
そ
の
あ
と
の
言
葉
は
続
か
な
か
っ

た
。
父
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
数
年
。
あ
の
あ
と
、
何
を
言

い
た
か
っ
た
の
だ
ろ
う
と
ず
っ
と
考
え
て
き
た
。

　
小
さ
い
こ
ろ
、
私
は
父
が
大
好
き
だ
っ
た
。
父
は
国
鉄

職
員
で
、
夜
泊
ま
り
の
日
も
多
か
っ
た
。
父
の
い
る
日
は

よ
く
父
の
膝
に
入
っ
て
抱
っ
こ
を
し
て
も
ら
っ
て
い
た
。

　
父
は
日
本
舞
踊
に
打
ち
込
み
、
名
取
に
な
っ
て
お
弟
子

さ
ん
に
踊
り
を
教
え
て
い
た
。
自
分
で
舞
台
に
立
ち
舞
踊

を
披
露
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
父
が
部
屋
で
踊
り
の
練
習

を
し
て
い
る
隣
で
真
似
し
て
踊
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
そ
れ
が
社
会
人
に
な
る
と
、
父
と
会
話
を
す
る
こ
と
は

少
な
く
な
り
、
外
出
も
旅
行
も
母
と
ば
か
り
し
て
い
た
。

そ
し
て
、
自
分
自
身
仕
事
に
追
わ
れ
、
た
ま
に
帰
省
し
て

も
ゆ
っ
く
り
話
す
こ
と
も
な
く
な
っ
た
。

　
そ
の
父
が
肺
炎
で
入
院
し
、
春
、
花
の
咲
く
前
に
旅

立
っ
た
。
も
っ
と
父
と
話
を
す
れ
ば
よ
か
っ
た
と
今
更
に

な
っ
て
思
う
。
そ
し
て
「
春
に
な
っ
て
花
が
咲
い
た
ら

さ
・
・
・
」
父
は
何
を
し
た
か
っ
た
の
だ
ろ
う
と
考
え
て

き
た
。
父
は
若
い
こ
ろ
、
写
真
を
撮
る
こ
と
を
趣
味
に
し

て
い
た
。
病
に
倒
れ
踊
る
こ
と
も
で
き
な
く
な
っ
た
父
に

「
写
真
を
と
れ
ば
い
い
じ
ゃ
ん
」
と
言
っ
た
こ
と
が
あ

る
。
「
お
め
え
、
た
ま
に
は
い
い
こ
と
い
う
な
」
と
父
が

言
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。

　
そ
う
か
、
父
は
花
が
咲
い
た
ら
花
の
写
真
を
撮
り
た

か
っ
た
の
だ
。

　
六
月
の
第
三
日
曜
日
は
父
の
日
で
あ
る
。
今
年
の
父
の

日
は
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
、
天
国
の
父
と
話
を
し
な
が
ら
花

の
写
真
を
撮
り
に
行
っ
て
み
よ
う
か
。

（
溝
口
　
尚
美
）

日　時： ７月２日（土） 13：00～17：00
 ７月３日（日） 10：00～13：00
会　場： 下諏訪総合文化センター　大・小ホール 

入場料： 高校生以上　500円
 中学生以下　無料

※コロナウイルスの感染状況によりイベントの内容は変更・中止になる場合があります。
■ 問い合わせ　下諏訪総合文化センター　☎28ー0018

六
月
の
こ
え

六
月
の
こ
え

しもすわ人形劇まつり　2022しもすわ人形劇まつり　2022

チケットは、６月上旬から下諏訪総合文化
センター1階事務室でお求めいただけます。

（定員150人）

■ 問い合わせ　下諏訪町公民館　☎28ー0002

　昆虫は最も身近な野生動物であり、諏訪にもたくさん生息していま
す。また、昆虫類は陸上で最も多様に進化した生物でもあります。しか
し、その大きさ故かその暮らしぶりや姿をじっくり見る機会はあまり多
くないと思います。今回は今まで演者が出会ってきた昆虫たちの写真を
交えながら紹介します。

あおき よしちか

町民大学① 「小さな隣人　諏訪の昆虫たち」
講　師：青木　由親 先生（自然写真家）
日　時：６月26日(日)　午後１時30分～午後３時00分
会　場：文化センター小ホール　
　　　　受講料無料　要予約

演 題

（5月9日～6月23日まで）
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